
 

誰もが暮らせる地域づくりフォーラム 2014 

だれにも止められない命、これからの生き方を考えましょう! 

2014 年 9 月 15 日(月)10:00～17:00 いたみホール 6F 中ホール 
    

毎年開催させていただいていますフォーラム、今年は広島県から「アシュリー事件-メディカル・コ

ントロールと新・優生思想の時代」(生活書院)等の著者である児玉真美さんをお招きして、現代に

おける危うい思想について伺いつつ、介護者支援についても触れていただき、午後からは東京都

からお越しいただく坂川亜由未さんと母・智恵さん、妹・由里歌さんに、お三方が歩んでこられたこ

と、これからのことを伺いながら、みんなの未来・将来を語り合いましょう!! 

（次第） 

10:00 開会 主催者ご挨拶 李 国本 修慈 有限会社しぇあーど 

10:10 だれにも止められない命と、支える人をともに支えるために 

    児玉 真美 さん フリーライター 日本ケアラー連盟代表理事 

11:40  ランチタイム 

13:00 ステキな歌声と楽しいトークを楽しみましょうっ!! 

       ソプラノ 青野 浩美 さん  ピアニスト 新 真由美 さん 

14:00 二十歳になって これまでのこと これからのこと 女子 3 人の心 

    坂川 亜由未 さん あゆちゃんち主宰 

 坂川 由里歌 さん  群馬大学医学部 

 坂川 智恵 さん シンビオシス代表 

15:00 おやつタイム 

15:15 存在の価値とこれからの生き方・暮らしを語り合いましょう!! 

       語り手:清水 明彦 さん 西宮市社会福祉協議会 

            篠原 文浩 さん 社会福祉法人イエス団 

          尾瀬 順次 さん NPO 法人てくてく 

    絡み手:李 国本 修慈   

16:50 閉会 お礼とご挨拶 李 国本 修慈 

ご不明点など、しぇあーどスタッフにお尋ねください。ご不明点など、しぇあーどスタッフにお尋ねください。ご不明点など、しぇあーどスタッフにお尋ねください。ご不明点など、しぇあーどスタッフにお尋ねください。    

会場内での飲食も会場内での飲食も会場内での飲食も会場内での飲食も OKOKOKOK です。ゴミ袋も用意しています。です。ゴミ袋も用意しています。です。ゴミ袋も用意しています。です。ゴミ袋も用意しています。    

お昼は「ランチマップ」をご参考に伊丹の街並みをお楽しみください。お昼は「ランチマップ」をご参考に伊丹の街並みをお楽しみください。お昼は「ランチマップ」をご参考に伊丹の街並みをお楽しみください。お昼は「ランチマップ」をご参考に伊丹の街並みをお楽しみください。    

15151515 時の「おやつタイム」では鴻池の「すみれ家」さんのお菓子を用意しています。時の「おやつタイム」では鴻池の「すみれ家」さんのお菓子を用意しています。時の「おやつタイム」では鴻池の「すみれ家」さんのお菓子を用意しています。時の「おやつタイム」では鴻池の「すみれ家」さんのお菓子を用意しています。    

楽しい楽しい楽しい楽しい 1111 日でありますように日でありますように日でありますように日でありますように!!^o^;//!!^o^;//!!^o^;//!!^o^;//        



いたみホールにお越しくださいましたみなさんへ          李 国本 修慈 

 

今年も 9月がやってきました。私ごとですが 9月というといろいろな記念(?^^;)な日があ

った月でして、もちろん、もー数年続いていますこのフォーラムの開催が 9 月。昨年は私

どもの法人が 10年経過したということで少し大々的な会をさせていただいたのですが、な

んとも記録的な大雨を伴った台風と鉢合わせだったり…昨年お集まりいただいたみなさん、

お越しになる予定がお越しになれなかったみなさん、ほんとに改めて感謝です。 

で、今年も随分と気の揉む日々(そもそも 9月という台風シーズンに年に 1度のモノを開

催するのはどーなんだ?なんですが^^)を経て、なんとか今年は大丈夫かな?と気を緩ませて

いるフォーラム前日、快晴の鴻池界隈の空の下です^^;。 

と、9月、実は私の一番目の子どもが 9月 3日生まれ、2000年に私どもの現在の活動の

スタートともいえそうな「地域共生スペースぷりぱ」(というよろずや的拠点?)を立ち上げ

たのも 9月 1日、それから現在のアジト(こうのいけスペース＝しぇあーど・考えよーかい

の事業所)の開設も 2010年の 9月 1日でして。それがどーなんだ?と言われればそれだけな

のですが、9月は愛着のある月なんです!と言いたかっただけです。ずびばぜん。 

さて、長すぎる前置きを経まして、です。今回も全国各地から多くの方が伊丹へお越し

くださるようで(^^;、まだ前日ですので)、ほんとに嬉しい限りです。 

今年のテーマは(というよりも毎年懲りずに同じようなテーマを繰り返しているのですが

…^^;繰り返しが大切だとも思っています^^)、やはり「生きる」「暮らす」というあたりま

だけど、なんだかとっても「難く」なっている社会だとか空気を感じながら、我々「ラー」

なみなさんと共に考えていきたいという趣旨です(毎度同じですいません、、)。 

そして今年は先ず、あのっ!児玉真美さんにお越しいただき(広島からですよ^^、とっても

気さくなお人柄な方です、広島焼きのお話しや広島の牡蠣はどれほど美味しいのか?等のお

話しもお聞きしましょう^^;)、「命」を基軸に「アシュリー事件」(みなさんご存じですかね

^^)から児玉さんが感じられたこと、見えてくること、「尊厳」という言葉の意味を考えつ

つ、「無益な医療」(論)ってなんなんだ?ということ、更には「死ぬ権利」とは…?なんてこ

とを考えてみたいと思っています。児玉さんの本「死の自己決定権のゆくえ」からは驚く

ほどの他国での実際(実態)が紹介されています。 

そして私たちが関わらせていただいています「障害児」「障害者」といわれる方々らとの

関係性にも触れていただきながら、ご本人さんと介助者(支援者)の在り方、まさに「相互な

主体」を考えさせていただく機会になるかと思います。 

児玉さんは「ケアラー」(なんだか「ラー」の親分みたい^^;)＝「広範囲なケアを担う人」

を支援するという視点にも立たれる方(ご自身のお子さんが重症心身障害といわれる人でも

あられます)で、そんなお話しもじっくりお聞きしながら、これからの「暮らし」「生き方」

を考えていければと思っています。ぜひご期待ください。 

お昼は例年の如く少し時間を取ってありますので(一応予定では 80 分)、ぜひ配布させて



いただきます「ランチマップ」をお持ちになって伊丹の街並み(伊丹は清酒の発祥の地とい

うことらしく^^;まさに鴻池がそーなんです…論争もあるようですが^^)を楽しんでいただ

ければと思います。 

そして午後からは、これまた毎度お馴染みの「ソプラノ漫談師っ!」@青野浩美さんと「絶

叫マシン大好きピアニストっ!」@新真由美さんお二人の掛け合い漫才!、、ではなくって(ず

びばぜん)、とってもステキな歌声とピアノの音色をお楽しみください^^;。 

そして、今回、もうお一組(まさに「組」です^^;;…なんのこっちゃですいません)、「坂川

亜由未」さんファミリーにご登場をお願いしました。 

亜由未さん、とっても笑顔がステキなアクティビティな 21 歳の女子っ!です。今年の 4

月に私が坂川さんのお宅にお邪魔させていただき、そのお人柄(^^)に魅せられまして、今回

への運びとなりました。そのステキさは実際にみなさんとお会いし感じていただきたいと

思っています。更に今回は「坂川ファミリー女子会!?」と称して(…称した訳ではないです

が)、妹さんの由里歌さん(お二人は双子のご姉妹ということです^^)、お母さんの智恵さん

と共にお話しを伺いたいと思っています。坂川ファミリー、決して女子ばかりがステキな

訳ではなくって、今回もご一緒されています、とってもステキなお父さま(^^;むっちゃ美味

しいカレーを作りはります^^)、とっても優秀なお兄ちゃん(私らのアジトでも寝泊まりしに

いらっしゃいました^^)と、羨ましい程ステキなファミリーみなさんです。 

今回、坂川さんファミリーみなさん(お兄ちゃんがいなくて残念ですが^^)にお越しいただ

きみなさんと考えていきたいのは、彼女たちの存在のステキさはもちろんですし、何より

こういったカタチ等で「実際にお会い」すること、そして「お知り合い」「友だち」になっ

て、度あるごとに(なかなかしょっちゅーとはいかないでしょうが)「再会」しつつ、全国各

地の様々な状況にいらっしゃる様々な方々とまさに「繋がっていければ」と心から願うと

ころです。亜由未さんの笑顔と共にとっても心地よい午後になりますようにと願ってます。 

そして今回の目玉っ!(肝ではないっ!^^;)の「おやつタイム」。伊丹市鴻池(わたしたちのア

ジト近く)にあります「すみれ家」さんのお菓子をお楽しみください。いろんな種類の和菓

子の中からお好みなのをお選びください。 

そして最終セッションでは、これまた毎度(過ぎてシツコイっ!と言われるかも知れません

が…)のお三方、清水さん、篠原さん、尾瀬さんと共に、1日を振り返ってのこと、「命」や

「医療」、「暮らし」や「楽しみ」、いろんなことを語り合えればと思っています(時間が足り

る訳がないのですが…)。 

これからの社会、例えば2025年問題であるとか、もっと先のことであるとかを単なる「点」

ではなく、「線」から「面」へ(児玉さんの言葉から引用です^^)、更に「面」が揺らぎなが

ら立ち上がっていくような(清水さんの言葉から引用です^^)、正に 3D、4D 的なカタチを

創るべく思考・発想を膨らませていきたいものです。 

白い革命…。どんどん明確にしていく流れをみんなで創っていければと思います。とに

かくおもろく愉快にご機嫌な 1日でありますように^o^;//。よろしくお願いいたします。 
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誰もが暮らせる地域づくりフォーラム2014

だれにも止められない命と、
支える人をともに支えるために

2014ফ9月15日
児玉真美

アシュリー事件

2004ফシアトルこども病院が
重症心身障害児アシュリー（当時6歳）にষった医探介入。

① 子宮摘出
② 乳房摘出
③ ঍ルモン大挪投拜による身শ“೪勧”

親が考案し要望。
病院の脍৶卑৩会のഅ認を経て実施。

その৶厩と目的

① 子どもを産まないので無用。
生৶痛予防。病気予防。レイプされた時の妊娠予防。

② 授乳しないので無用。
寝たきりの身に巨乳は邪魔。性的虐待予防。病気予防。

③ 家庭介護をずっと可能に。本人の活動性・生活の質を守る。
④ 知的には捭ちゃんで身体だけ勱࿃した匩性というのはグロテスク。
⑤ 匏益とリスクを发脘匴挎して、匫合的に「本人の最ఒの匏益」

“アシュリー探法”を世界中の重症児に

・2006ফ掞に主治医が厱文報告。

・2007ফに親がཟ発のためのブログをয়ち上げ、
世界的な大厱拫に。

批判

・アシュリーの尊厳と身体の統合性を侵すものである。
・国連障害者権匏厬約違反である。
・アシュリーを勘当に捭ちゃんඞいするもの。
・障害者の生そのものを価値なきものと捉えている。
・人を変えるな、社会を変えよ。
・子どもの医探に関する親の決定権は絶対ではない。
・意思決定のプロセスが勘්৥かつ勘厝分。
・勮勧勘妊など障害者の人権を侵した医探のෙりの೷り返し。
・社会的問題の「医探化」である（医探よりも厹කのサービス）

事件の展開

・障害者の保護とਥਹ擁護（P&A）システムが調査に入り、
子宮摘出を州法違反と判断。

・病院も2007ফ5月に卌者会ৄで子宮摘出の違法性を認め、
是正措置を約束。

・しかし一部の医師と父親はその後も一般化に向けて運動。
・これまでにアシュリー以外に少なくとも13捁の報告がある。
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2007ফ1月に事件を知った時の疑問と衝撃

ネットでは思いがけず多い感動、賛美、称賛。
「娘のためにここまでする親の愛が美しい」

げぇぇっ！ なんで？ なんでなんでなんで？？？

同じ親として、気持ちはわかる。
でも、これは、やっちゃいけないことなんでは？
どうして、こんなことが許されてしまったんだ？

どうして、こんなことが許されてしまうの？

愛情からやったことだから OK ？
親が決めたことだから…… OK ？
౞勱ফだから親が決めて… OK ？
重症障害児だから ……… OK ？
知的障害があるから …… OK ？
全介助だから …………… OK ？

ひとつならOKにならないのに、
全部集まると、なんとなくOKになってしまうことの勘思議。

ষ間から聞こえてきた「どうせ」

厱拫では、
誰もがもっともらしい৶༽をధべているけど、

実は、誰かが৶༽をధべながら、ষ間で肨༷のうちに
「だって、どうせ何もわからない重症児じゃないか」と言い、

それを受ける誰かも、表向きは৶༽をధべながら、肨༷のうちに
「そうだよね、だって、どうせ……」と受けているだけでは？

「アシュリーには尊厳はない」という主張

඘匏主義の脼学者、ピーター・シンガー
（ニューヨークタイムズ紙 2007ফ1月26日）

「人間の乳児よりも知的機能の高い犬や猫にだって
我々は尊厳を認めない」

生後3ヶ月ないし6ヶ月损২で知的発挾が止まったと言われる
アシュリーに尊厳を認める必要はない、と主張。

パーソン厱
・M・トゥーリー、P・シンガー、Ｈ．Ｔ．エンゲルハートらが
1970ফ代から提唱。

・誰かがパーソン（人格）と認められるためには
生物学上のヒトに生まれてくるだけでは勘厝分で、
৶性とか自己意掟など、一定の知的能ৡが必要。

・それによって生き物を
「パーソン」と「ノン・パーソン」とに胺ഔ化。
・ノン・パーソンには道徳的な地位を認める必要はない。
（殺しても道徳的な勘正にはならない）

世界はいつの間にこんなにコワい場所に？

ブログ：「Ashley事件から生命脍৶を考える」（2007ফ5月から）
（現在は２つ目のブログ「海やアシュリーのいる風景」）

アシュリー事件を追いかけながら、事件を小さな「窓」として、

� 「英語圏で重症障害者がどのように遇されているか」
� 「英語圏の医探/生命脍৶でどんな議厱がষわれているか」
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重症障害児者をとりまく
世界の医探は恐ろしいことになっている

１．「無益な治探」厱

２．「死फ権匏」議厱

１．「無益な治探」厱

・元は「もう助けられないなら無益な治探で苦しめるのはやめよう」。
・議厱が೷り返されるにつれて、変質していく。

↓

・治探の一方的な೿止や差しඓえの決定権を医探サイドに認める厱拠に。
一方的に：患者と家族が続ষを望んでいても問掬無用で。

テキサス州の「無益な治探」法

病院の脍৶卑৩会が「無益」と判断した治探については

患者サイドに通告してから
10日間だけ転院先を探すための猶予。

転院先がৄつからなかったら、10日後に、
一方的に治探を೿止することが出来る。

Ex. エミリオ・ゴンザレス事件（2007）

対象者の拡大

終末期 ⇒ 植物状態 ⇒ 最小意掟状態

最近の訴訟でドクター側からよく出てくる表現
「救命（生命維持）しても、もとの機能レベルには戻らない」
「救命（生命維持）しても、24時間要介護状態にしかならない」

↓

「だから治探は無益」

「無益な治探」厱は
日本の医探現場にもある

「13/18トリソミーへの捑掄的治探は無益」という「無益」厱
「短命だから捑掄的な治探はしませんと言われた」というケース

（13ফ11月のしまもん先生の話にも）

でも、医探をどうするかの判断は、あくまでも「個別఻体」
固有の患者さんと固有の病状と環境に基づいてしかありえないはず。

↑

ここに「病匷による一൅で包肚的な医探卲腇て」につなげる
無益厱のコワさがある。

実は「治探しないから短命」？

・「トリソミーの子は短命」
実は「治探しないから短命」という拿も。

・「トリソミーの子はQOLが低すぎる」
実は「親は医師が予言したよりも高いと感じている」調査も。

「医師と親とではQOLとは何かという点で考え方が違う可能性」
（モントリオール大の小児科医 A・ジャンヴィエ）
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松永正訓『運命の子 トリソミー
短命という定めの男の子を授かった家族の物語』
（小学館 2013）

「……朝陽君の周辺にいる人間の中で、
13トリソミーという障害に対して
最もုৄを್いているのは、
医者たる自分自身なのではないか……」

（あとがき p.216)

２．「死फ権匏」議厱

「いつどのような死に方をするかは自分で決める権匏がある」
・議会への合法化法案提出や、合法化訴訟が相次いでいる。

・現在、安楽死または医師による自殺幇助が合法化されているところ。

オランダ、ベルギー、ルクセンブルク、スイス、
米国オレゴン州、ワシントン州、モンタナ州、バーモント州。
カナダ・ケベック州。

ベルギーで起こっていること

� 40代のല覚障害の൨子、目もৄえなくなると知り、２人揃って安楽死。
�性転換手術の失敗に絶望した人が安楽死。
�শ期服役の囚人にも安楽死。
�子どもの安楽死を合法化（2014ফ2月）
�集中治探医学会が同意なき安楽死の容認を表৥（2014ফ2月）
�安楽死後臓器提供（2005から）

ドナーの多くは神経筋肉障害者。精神障害者も。
移植医「一人で多数を救う愛他的ষನ」「ཟ発し臓器勘拒卆拔を」。

「死फ権匏」議厱のダブルスタンダード

・どこの国でもスタートは「終末期で耐えがたい苦痛のある人」の
最後の救済手段として。

・議厱が೷り返されるうちに「終末期」がタテマエの胒ഝに。
・実匶に議厱されているのは重症障害者の安楽死？

・日本の尊厳死法勧化議厱でも起こっている厱৶の勘拪合。
・その勘拪合に気づく人は少ない。重症障害ٙ終末期？
・勘拪合な議厱の叅ষで、実匶に対象者൸が拡大していく。

アシュリー事件で聞いた「どうせ」が
ここでも聞こえてくる

「どうせ何もわからない重症児」
「どうせ寝たきり」
「どうせ治らない」

本当に「何もわからない」か？
本当に「寝たきり」なら「死んだも同然」か？
本当に「重い障害のある生は生きるに値しない」のか？

厣に気になる「死फ権匏」事件

ダニエル・ジェームズ事件（英 2008）
23歳の元ラグビー選手。試合中の事故で全身マヒに。
「2揁৘ড়として生きていきたくない」
スイスの自殺幇助機関で自殺。

ティム・バウアーズ事件（米IN州 2013ফ11月）
৛で匓から叉ちて全身マヒになった30代の男性。
事故の翌日に「自己決定」で呼吸器を外し、死亡。
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「くぐりफけるৡ」を勼じるということ

・障害に拘らず、人生に勘運な出来事は起こる。

・でも多くの人は、苦しみもがきながら、そこから
命からがら「くぐり抜けて」出てくることができる。

・人にはそういうৡが೛っていることを
重い障害のある人たちと共に生きてきた私たちは体で知っている。

・個々に「くぐりफけるৡを持て」ではなく
人にはそのৡがあると、社会が信じて寄り添い支える、ということ。

人はバラバラに存在する
「能ৡの匫匄」としての個体か？

ピーター・シンガーや「パーソン厱」にয়つ人の人間観

一人ひとりの人は「能ৡと機能の匫匄」
バラバラに存在する個体

↓

一つの個体の能ৡや機能を科学とテクノでアップしてやれば、
アップした分だけ、その個体が自動的に、ハッピーになる。

私たちは、関係性の中で
「かけがえのなさ」を生きる存在

・人間って、もっと関係的な存在なのでは？

・様々な人と複雑な関係を卲り結びながら
「あなたにとってかけがえのない私」
「私にとってかけがえのないあなた」
その「かけがえのなさ」を生きている存在では？

介護され、介護する関係性の中の豊饒

�重症心身障害児者という人たちは
自分の存在を丸ごと介護する人にゆだねて暮らしている。

�存在を全面的に「ゆだね」「ゆだねられる」という関係性。
そこにある、とても豊かなもの。

�厱৶や言挺を捪えて、
身体感覚、人間存在そのもののレベルで
伝えあい、分かり合い、つながりあう、ということ。

「関係的な存在であること」と
「くぐり抜けるৡ」の関係性

・みんな「ゆだね」「ゆだねられる」関係性を経験し、生き延びてきた。
・シンガーだって生まれた時には、ゆだねるしかない無ৡな存在だった。

・みんなそういう関係を知っている。
↓

・だから、みんなに「くぐり抜けるৡ」が厵わっている？
発揮できるためには、状況や出会いも必要？

「ゆだね」「ゆだねられる」関係性から
社会のあり方をৄ卟してみる

・「ケアの脍৶」
・人とはそういう依存的な存在なのだという前提で
社会のあり方を問いなおす。

↓

・重心児者とそのケアという視点で
社会のあり方を問いなおす。

・「ラーの脍৶」？
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一方……

「介護し介護される」関係の豊饒のすぐ胐には、

密室の中で、それが

「支配し支配される」関係性に
一瞬にして転じるリスクも潜んでいる。

ギルダーデール事件（英国 08）

・リン・ギルダーデールさん（31）17歳から慢性疲労症候群で寝たきり。
・元胒護師のಟ親ケイさんが14ফ間つきっきりで献身的に介護。
・本人が死にたいと言ったが、自分では死ねなかった。
・ಟ親が、砕いたモルヒネと空気を血管に注入。リンは死亡。
・当時の英国社会は自殺幇助合法化議厱がᅋྐྵした一種のဩ胻状態。
・世厱は感動、༭手と賛美を拡る。「ಟの愛を拍くな」
・拍判厑「こんなに献身的で愛に掫ちたಟ親を起訴したのが間違い」
・事実上の無罪放免に。

アシュリー事件とギルダーデール事件の共通点

・健常者にষわれたら「ಬ罪」なのに障害者だから許容された。
・親（介護者）の「愛と献身」が免罪符となった。
・事実関係に基づいた厳正な匴卨がষわれず、感情厱で誘導された。
・「社会で支える」という視点のಳ叉。

・「自己決定権」のもとに「自己責任」の中に放棄される介護家族。
・重症障害児者だけでなく家族ごと社会からৄ腇てられていく？
・「社会のあり方が変質する」という「すべり坂」リスク。

迫り来る包囲網を前に
必要ではないかと思う３つの視点

１．介護者支援

２．障害者の権匏ཕ護
専門職からも家族や介護者からも捌য়して

３．それからナイショのもう一つ。

１．「介護者支援」という視点

英国のケアラー支援施策
ケアラー：「病児の世話」「ৄ守り」「介護」など広範なケアを担う人

「ケアラーズ・アクト（介護者法）」1995ফ、2000ফ、2004ফ。
・請求に応じて、ケアラーアセスメントの実施を自治体に義務付け。
・ケアラー自身の基本的権匏のཕ護という視点。
・ケアラーを就業や就学のニーズを持つ個人として認める。

英国政府の「全国介護者勛റ」

1999ফ勛റ
「ケアラーが介護役割を担うことが出来るよう援助する」
「ケアラーを個人として認めてサービスを提供する」

2008ফ勛റ
ケアラーは被介護者を最もよく知る expert care partner。
ケアラーは自身のニーズに対して支援を受けることが出来る。
自らの生活を、他の介護に従事していない人と同じように
営むことが出来る。
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地域の支援の要「ケアラーズセンター」
①社会的活動・サポート活動
②カウンセリングやセラピー
③助言や情報提供による個別支援
④情報サービス
⑤経済的支援
⑥ヤングケアラーへの支援
⑦メンタルヘルスに対応した支援
⑧緊急時の対応（緊急時計画）
⋏医探機関への掴きかけ
⑩多文化社会への対応

２．「障害者の権匏ཕ護」という視点

米国の Protection and Advocacy (P&A)システム
・各州に設置が義務付けられている。
・根拠法があり、活動費が連邦政府から。
・障害者の権匏侵害が疑われる場合には介入権、調査権も。

・アシュリー事件で介入したのはWA州のP&A。
病院に違法性を認めさせ、是正措置を求めるなど
大きな挼捳ৡを持った。

ＮＤＲＮの報告書（2012ফ5月）

National Disability Rights Network から
医探における障害者への差別に関する報告書。

①ＷＩ州のケース
GHで暮らす13歳の重心児。
風邪引いても肺炎にして死なせる、と親と主治医が。

②ワシントンＤＣのケース
20歳の重心の男性。じょくそう悪化で入院。
治探も౭ുと匍分の拙捚もなしで死なせよう、と「治探方拏」。

英国ではメンキャップが
知的障害者への医探差別反対キャンঌーン

・調査報告書 “Death by Indifference”（2007）。
医探オンブズマンに訴える。

・医探オンブズマンの報告書 “Healthcare for All” (2008)。
2つのケースで「避けることのできた死」を認定。

英国保健匚の調査結果

メンキャップと医探オンブズマンの調査結果を受けて英国保健匚が
2010ফから3ফ間にわたるశ勗開調査をした結果を発表（13ফ3月19日）

ফ間1238人の知的障害児者が
ిજなୢ௜をਭけらोないために死॒でいる、と推計。

知的障害者の死亡件数のうち、
37％は死を避けることができたものと考えられる。

「知的障害者は痛みの⃦値が違う」というုৄ

メンキャップの訴え
「医探職の中には知的障害者の痛みの感じ方へのုৄがある」

私たち親子の体験
言挺で「痛い」と言えないというだけで、なछ、
障害がなかったら当たり前にしてもらえる治探を受けられないのか？
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重心医探の外で、日本の重心児者は
ి卲で厝分な医探を受けられているのだろうか？

①୷શਔ௙の問題
②端的に「知らない」という問題

知らない人は自分は知らないという自覚がもてない
③構造的なディスコミュニケーションの問題

医探機関間、൧探科間、医探職間、医探職と家族の間
↓

実態把握が必要では？
権匏ཕ護システムが必要では？

重心児者の医探をめぐる意思決定

それは本当に、
「誰がどのように決めるか」という
手続きやプロセスの問題なのだろうか？

みんな「点」の問題を考えているけど、
本当は「線」の問題では？

・意思決定が必要になった「（時）点」の問題ではなく、
それ以前の医探のあり方を捋めた「線」の問題。

・「死に方」の問題という「点」の問題ではなく、
それ以前の「生き方」をどう支えてきたか、「線」の問題。

↓

・それまでに、いかに本人の意思や気持ちと向き合ってきたか。

ナイショのもう一つ
「自らを問いなおす」という視点

・「本人のため」は本当は恐ろしい言挺。

・私たちは専門家も親も、本人のため（だけ）ではないことを
「本人のため」と言い換えてきた。

・痛い作業。親なんて欺瞞だらけだから身動きも取れなくなる。
・支援者としてこれをやろうとしているのが「ラーの会」？

ささやかに始めてみた我が家の試み

・ఇのコントロールや変ಌについて、本人の前で拿৥してもらう。
・最後は「そういうことでいいですか」「は」を基本に。

・専門職もおのずと海に話しかけることが増える。
・海の表情を気にすることが増える。
・エルカルチンをධむかどうか、支援職と胒護職が味ৄを。

・海は、親との齟齬をアピールする。

受け止めは様々

・どこまで親の意図が伝わっているか？
・付き合ってくれている人？
・「海さんは『よきに計らえ』だよね」
・「海さんの自己決定権だなんて」
・「点滴、自己決定させれば、イヤだというに決まっている」
・海さんのように「分かる」人ばかりじゃない。
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「分かるか分からないか」の問題じゃない

・拿৥を全部౥全に৶卆できたら、重心じゃない。
・「まったく何も分からない」という人はいない。

・少なくとも
「みんなが自分のことを一生懸命考えてくれている」
「自分が尊重されている」ことを感じられる。

「私たちの側」の問題

・「いったい誰のことを話し合っているのか」をৄ失わないように。
・こういう姿勢への問い返しのために。

↓

「どうせ自己決定できないんだから代৶で৤手に決めていい」
「どうせ『よきに計らえ』だよね」

重心における
本人中心の意思決定とは何か

様々な試ষを続けて、৶卆者を増やし、
「点」ではなく日常の「線」のところで、
「重心における本人中心の意思決定とは何か」という問題を
私なりに広げ、共有し、様々な職種の人に投げかけていければ。

「線」の問題を考えるために
必要になってくるのは「面」の問題

私は自分が死んだ後の娘のことは、
海のことを大事に思ってくれる人みんなで
共に悩み、共に考えて、共に決めてほしい。

それが「点」として実現するためには、
本人と家族と多職種が、日常的な「線」のところで、
いかに本当の意味で「チーム」となれるか。

大事なのはフラットな「面」の広がり。

「面」を広げていく、という問題
その合言挺は、たぶん……

ラー！



好きという言葉以上に 

東京都立戸山高等学校 3年 坂川 由里歌 

 私の姉は重い障がいを持つ。自分では寝返りもできないし、言葉によるコミュニケーシ

ョンもとれない。 

 私は長い間この姉が嫌いだった。 

 幼い頃は、母を独占している姉が妬ましく、許せなかった。「お姉ちゃんみたいに抱っこ

して。」と言っても「あなたは歩けるでしょう。」と返されると、口をつぐむしかなかった。 

 思春期の頃は、ヘルパーさんが出入りする家にくつろげなかった。食事中も頻繁に嘔吐

し下痢をする、姉のその臭いにもいらだった。 

 でも一番嫌いなのは自分自身だった。 

 姉は何も悪くない。痛みにうずくまることもできなければ、時に呼吸すら自力ではでき

なくなる、そうした過酷な状況を恨みも嘆きもしない。それどころかいつもニコニコして

いる。そんな姉に比べ、自分はなんて醜いのだろう。 

 黒いモヤモヤした思いに耐えられなくなり、ある日母に打ち明けた。母は言った。 

 「あなたはお姉ちゃんが嫌いなんじゃない。寂しい思いや我慢することばかりだった、

そのことが辛かっただけ。ごめんね。たとえ歩けたとしても、あなたも抱っこしてあげれ

ばよかった。…今、抱っこしてもいい？」 

 いつだったか私が母に叱られた時傍にいた姉が号泣し、びっくりして母と顔を見合わせ

たことを思い出した。姉は私のために泣いてくれた。そして私のおしゃべりに耳をすまし、

私が笑うと笑った。私もそんな姉を見ると嬉しかった。私たちは一緒に生きてきた。好き

という言葉以前に。好きという言葉以上に。 

 母と話して黒いモヤモヤがスーと晴れた。 

 障がいを持つ家族がいることで、家族も少なからず障がいを負う。そしてその障がいを

乗り越える力をくれるのもまた家族なのだと思う。 

 でも家族の力だけでは限界がある。だから私は将来、姉や私や私の家族のような人を、

支える仕事につきたい。それが、私がこの家族に出会えた幸運に報いる道だと思うから。 

 

 

日本福祉大学 2011年度 第 9回高校生福祉文化賞 エッセイコンテスト 

第 2分野 あなたにとって家族とは?  入賞作  

 

 

上記は亜由未さんの双子の妹さん由里歌さんが書かれた文章です。 
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1

清水 明彦

２０１４．９．１５．
誰もが暮らせる地域づくりフォーラム２０１４

2

青葉園基本理念青葉園基本理念青葉園基本理念青葉園基本理念 1982.12.231982.12.231982.12.231982.12.23

1.1.1.1.青葉園は、重度障害者の生活拠点的場であり、またその場作りをめざし続ける。青葉園は、重度障害者の生活拠点的場であり、またその場作りをめざし続ける。青葉園は、重度障害者の生活拠点的場であり、またその場作りをめざし続ける。青葉園は、重度障害者の生活拠点的場であり、またその場作りをめざし続ける。

2.2.2.2.生活拠点的場とは、重度障害者一人ひとりが豊かに自己を実現し、いきいきと生活拠点的場とは、重度障害者一人ひとりが豊かに自己を実現し、いきいきと生活拠点的場とは、重度障害者一人ひとりが豊かに自己を実現し、いきいきと生活拠点的場とは、重度障害者一人ひとりが豊かに自己を実現し、いきいきと
くらしていく為の土台となる場であり集団である。くらしていく為の土台となる場であり集団である。くらしていく為の土台となる場であり集団である。くらしていく為の土台となる場であり集団である。

3.3.3.3.生活拠点的場であるためには生活拠点的場であるためには生活拠点的場であるためには生活拠点的場であるためには

①まず、通所者自身の健康管理・増進がはかられていなければならない。①まず、通所者自身の健康管理・増進がはかられていなければならない。①まず、通所者自身の健康管理・増進がはかられていなければならない。①まず、通所者自身の健康管理・増進がはかられていなければならない。

②園内の様々なきめこまかなとりくみによって、個性や可能性を見い出し、②園内の様々なきめこまかなとりくみによって、個性や可能性を見い出し、②園内の様々なきめこまかなとりくみによって、個性や可能性を見い出し、②園内の様々なきめこまかなとりくみによって、個性や可能性を見い出し、

のばし、十分に自己を実現していなければならない。のばし、十分に自己を実現していなければならない。のばし、十分に自己を実現していなければならない。のばし、十分に自己を実現していなければならない。

③園が地域に開かれており、多くの人々とかかわりがもて、様々な機会が③園が地域に開かれており、多くの人々とかかわりがもて、様々な機会が③園が地域に開かれており、多くの人々とかかわりがもて、様々な機会が③園が地域に開かれており、多くの人々とかかわりがもて、様々な機会が
用意されるという、自由と豊かさがなければならない。用意されるという、自由と豊かさがなければならない。用意されるという、自由と豊かさがなければならない。用意されるという、自由と豊かさがなければならない。

3

4.4.4.4.青葉園のとりくみは、生産性・効率や、単なる身辺自立のみを追求す青葉園のとりくみは、生産性・効率や、単なる身辺自立のみを追求す青葉園のとりくみは、生産性・効率や、単なる身辺自立のみを追求す青葉園のとりくみは、生産性・効率や、単なる身辺自立のみを追求す
る活動とは根本的に異なり、通所者や職員・親など園にかかわる全てのる活動とは根本的に異なり、通所者や職員・親など園にかかわる全てのる活動とは根本的に異なり、通所者や職員・親など園にかかわる全てのる活動とは根本的に異なり、通所者や職員・親など園にかかわる全ての
人たちが一体となって共に考え、悩み、理解し合い、そして主体的に生人たちが一体となって共に考え、悩み、理解し合い、そして主体的に生人たちが一体となって共に考え、悩み、理解し合い、そして主体的に生人たちが一体となって共に考え、悩み、理解し合い、そして主体的に生
き会うくらしを創造していくことを基本目標にしている。き会うくらしを創造していくことを基本目標にしている。き会うくらしを創造していくことを基本目標にしている。き会うくらしを創造していくことを基本目標にしている。

5.5.5.5.青葉園は、重度障害者の生活拠点を作りあげていくことを通し、ひい青葉園は、重度障害者の生活拠点を作りあげていくことを通し、ひい青葉園は、重度障害者の生活拠点を作りあげていくことを通し、ひい青葉園は、重度障害者の生活拠点を作りあげていくことを通し、ひい
ては、一般の人にとっても、一人ひとりが人間のあるべき姿を問い続け、ては、一般の人にとっても、一人ひとりが人間のあるべき姿を問い続け、ては、一般の人にとっても、一人ひとりが人間のあるべき姿を問い続け、ては、一般の人にとっても、一人ひとりが人間のあるべき姿を問い続け、
失いかけている生活拠点を取り戻し、より豊かなくらしを作り上げてい失いかけている生活拠点を取り戻し、より豊かなくらしを作り上げてい失いかけている生活拠点を取り戻し、より豊かなくらしを作り上げてい失いかけている生活拠点を取り戻し、より豊かなくらしを作り上げてい
くための重要な公共的・社会的資源である。くための重要な公共的・社会的資源である。くための重要な公共的・社会的資源である。くための重要な公共的・社会的資源である。

6.6.6.6.自己を十分に実現できる場をもち、いきいきと暮らしていくこと、ま自己を十分に実現できる場をもち、いきいきと暮らしていくこと、ま自己を十分に実現できる場をもち、いきいきと暮らしていくこと、ま自己を十分に実現できる場をもち、いきいきと暮らしていくこと、ま
たそれをめざし続けることは、人間として当然の姿であり願いである。たそれをめざし続けることは、人間として当然の姿であり願いである。たそれをめざし続けることは、人間として当然の姿であり願いである。たそれをめざし続けることは、人間として当然の姿であり願いである。
それはどんなに障害が重くとも追求され続けるべきであり、基本的人権それはどんなに障害が重くとも追求され続けるべきであり、基本的人権それはどんなに障害が重くとも追求され続けるべきであり、基本的人権それはどんなに障害が重くとも追求され続けるべきであり、基本的人権
のひとつである。のひとつである。のひとつである。のひとつである。

震災後震災前

たいへん障害の重い市民の活動拠点たいへん障害の重い市民の活動拠点たいへん障害の重い市民の活動拠点たいへん障害の重い市民の活動拠点
『『『『青葉園青葉園青葉園青葉園』』』』

障害者生活相談・支援センター障害者生活相談・支援センター障害者生活相談・支援センター障害者生活相談・支援センター『『『『のまネット西宮のまネット西宮のまネット西宮のまネット西宮』』』』
－－－－ 西宮市障害者あんしん相談窓口西宮市障害者あんしん相談窓口西宮市障害者あんしん相談窓口西宮市障害者あんしん相談窓口－－－－

事業者として責任を持ち事業者として責任を持ち事業者として責任を持ち事業者として責任を持ち、、、、
遂行するための本人の希遂行するための本人の希遂行するための本人の希遂行するための本人の希
望に基づくプラン望に基づくプラン望に基づくプラン望に基づくプラン。。。。支援支援支援支援
の内実を支援目標の内実を支援目標の内実を支援目標の内実を支援目標・・・・内容内容内容内容
等詳細に明記し等詳細に明記し等詳細に明記し等詳細に明記し、、、、それをそれをそれをそれを
元に事業展開を評価元に事業展開を評価元に事業展開を評価元に事業展開を評価・・・・点点点点
検検検検。。。。

表面的な現状記述でなく表面的な現状記述でなく表面的な現状記述でなく表面的な現状記述でなく、、、、
本人と支援者が共に関係本人と支援者が共に関係本人と支援者が共に関係本人と支援者が共に関係
を広げを広げを広げを広げ、、、、共感してきたその共感してきたその共感してきたその共感してきたその
プロセスの支援者側のつプロセスの支援者側のつプロセスの支援者側のつプロセスの支援者側のつ
づりづりづりづり。。。。関係性関係性関係性関係性・・・・共感性のレ共感性のレ共感性のレ共感性のレ
ポート記述ポート記述ポート記述ポート記述。。。。

一人ひとりの日々の活動の展一人ひとりの日々の活動の展一人ひとりの日々の活動の展一人ひとりの日々の活動の展
開について開について開について開について、、、、望む暮らしの意向望む暮らしの意向望む暮らしの意向望む暮らしの意向
について明記について明記について明記について明記。。。。互いに実践す互いに実践す互いに実践す互いに実践す
る中でる中でる中でる中で、、、、模索し見出してきた希模索し見出してきた希模索し見出してきた希模索し見出してきた希
望や展望を文書化望や展望を文書化望や展望を文書化望や展望を文書化。。。。

西宮市西宮市西宮市西宮市 地域福祉計画地域福祉計画地域福祉計画地域福祉計画・・・・障害福祉推進計画障害福祉推進計画障害福祉推進計画障害福祉推進計画

相互主体レポート

本 人 の 計 画

支援プラン

青葉園青葉園青葉園青葉園 【【【【個人総合計画個人総合計画個人総合計画個人総合計画】】】】
（日中活動事業所の個人支援計画）（日中活動事業所の個人支援計画）（日中活動事業所の個人支援計画）（日中活動事業所の個人支援計画）

本本本本 人人人人 のののの
活活活活 動動動動

本人中心支援本人中心支援本人中心支援本人中心支援に向けてに向けてに向けてに向けて 【【【【活動活動活動活動】】】】 とととと 【【【【支援の輪支援の輪支援の輪支援の輪】】】】 のののの 《《《《本人の計画本人の計画本人の計画本人の計画》》》》 ～青葉園・西宮市の場合～～青葉園・西宮市の場合～～青葉園・西宮市の場合～～青葉園・西宮市の場合～

西宮市の支給決定に先西宮市の支給決定に先西宮市の支給決定に先西宮市の支給決定に先
立って本人と市へ提示立って本人と市へ提示立って本人と市へ提示立って本人と市へ提示

推進計画推進会議推進計画推進会議推進計画推進会議推進計画推進会議 ・・・・
施策施策施策施策推進懇談会推進懇談会推進懇談会推進懇談会

支給決定後の継続的支給決定後の継続的支給決定後の継続的支給決定後の継続的
モニタリングとしてモニタリングとしてモニタリングとしてモニタリングとして

のまネット西宮のまネット西宮のまネット西宮のまネット西宮 【【【【本人中心計画本人中心計画本人中心計画本人中心計画】】】】
（相談支援センターの総合的個人支援プラン）（相談支援センターの総合的個人支援プラン）（相談支援センターの総合的個人支援プラン）（相談支援センターの総合的個人支援プラン）

関係諸機関関係諸機関関係諸機関関係諸機関
担当者担当者担当者担当者

権利擁護支援機関権利擁護支援機関権利擁護支援機関権利擁護支援機関
後見人等後見人等後見人等後見人等

市ケース市ケース市ケース市ケース
ワーカーワーカーワーカーワーカー
等等等等

居宅介護事居宅介護事居宅介護事居宅介護事
業所○○○業所○○○業所○○○業所○○○
スタッフスタッフスタッフスタッフ

○○○生活
ホーム職員

青葉園青葉園青葉園青葉園

本人を囲んで

個人支援会議個人支援会議個人支援会議個人支援会議
本人中心計画

西宮市社会福祉協議会西宮市社会福祉協議会西宮市社会福祉協議会西宮市社会福祉協議会
地域福祉推進計画地域福祉推進計画地域福祉推進計画地域福祉推進計画

西宮市地域自立支援協議会・西宮市地域自立支援協議会・西宮市地域自立支援協議会・西宮市地域自立支援協議会・西宮市あんしん相談窓口連絡会西宮市あんしん相談窓口連絡会西宮市あんしん相談窓口連絡会西宮市あんしん相談窓口連絡会

たいへん障害の重い市民の活動拠点たいへん障害の重い市民の活動拠点たいへん障害の重い市民の活動拠点たいへん障害の重い市民の活動拠点
『『『『青葉園青葉園青葉園青葉園』』』』

障害者総合相談支援センター障害者総合相談支援センター障害者総合相談支援センター障害者総合相談支援センター『『『『にしのみやにしのみやにしのみやにしのみや』』』』
－－－－ 西宮市障害者あんしん相談窓口西宮市障害者あんしん相談窓口西宮市障害者あんしん相談窓口西宮市障害者あんしん相談窓口－－－－

事業者として責任を持ち事業者として責任を持ち事業者として責任を持ち事業者として責任を持ち、、、、
遂行するための本人の希遂行するための本人の希遂行するための本人の希遂行するための本人の希
望に基づくプラン望に基づくプラン望に基づくプラン望に基づくプラン。。。。支援支援支援支援
の内実を支援目標の内実を支援目標の内実を支援目標の内実を支援目標・・・・内容内容内容内容
等詳細に明記し等詳細に明記し等詳細に明記し等詳細に明記し、、、、それをそれをそれをそれを
元に事業展開を評価元に事業展開を評価元に事業展開を評価元に事業展開を評価・・・・点点点点
検検検検。。。。

表面的な現状記述でなく表面的な現状記述でなく表面的な現状記述でなく表面的な現状記述でなく、、、、
本人と支援者が共に関係本人と支援者が共に関係本人と支援者が共に関係本人と支援者が共に関係
を広げを広げを広げを広げ、、、、共感してきたその共感してきたその共感してきたその共感してきたその
プロセスの支援者側のつプロセスの支援者側のつプロセスの支援者側のつプロセスの支援者側のつ
づりづりづりづり。。。。関係性関係性関係性関係性・・・・共感性のレ共感性のレ共感性のレ共感性のレ
ポート記述ポート記述ポート記述ポート記述。。。。

一人ひとりの日々の活動の展一人ひとりの日々の活動の展一人ひとりの日々の活動の展一人ひとりの日々の活動の展
開について開について開について開について、、、、望む暮らしの意向望む暮らしの意向望む暮らしの意向望む暮らしの意向
について明記について明記について明記について明記。。。。互いに実践す互いに実践す互いに実践す互いに実践す
る中でる中でる中でる中で、、、、模索し見出してきた希模索し見出してきた希模索し見出してきた希模索し見出してきた希
望や展望を文書化望や展望を文書化望や展望を文書化望や展望を文書化。。。。

西宮市西宮市西宮市西宮市 地域福祉計画地域福祉計画地域福祉計画地域福祉計画・・・・障害福祉推進計画障害福祉推進計画障害福祉推進計画障害福祉推進計画

相互主体レポート

本 人 の 計 画

支援プラン

青葉園青葉園青葉園青葉園 【【【【個人総合計画個人総合計画個人総合計画個人総合計画】】】】
（日中活動事業所の個人支援計画）（日中活動事業所の個人支援計画）（日中活動事業所の個人支援計画）（日中活動事業所の個人支援計画）

本本本本 人人人人 のののの
活活活活 動動動動

本人中心支援に向けて本人中心支援に向けて本人中心支援に向けて本人中心支援に向けて 【【【【活動活動活動活動】】】】 とととと 【【【【支援の輪支援の輪支援の輪支援の輪】】】】 のののの 《《《《本人の計画本人の計画本人の計画本人の計画》》》》 ～青葉園・西宮市の場合～～青葉園・西宮市の場合～～青葉園・西宮市の場合～～青葉園・西宮市の場合～

西宮市の支給決定に先西宮市の支給決定に先西宮市の支給決定に先西宮市の支給決定に先
立って本人と市へ提示立って本人と市へ提示立って本人と市へ提示立って本人と市へ提示

推進計画推進会議推進計画推進会議推進計画推進会議推進計画推進会議 ・・・・
施策施策施策施策推進懇談会推進懇談会推進懇談会推進懇談会

支給決定後の継続的支給決定後の継続的支給決定後の継続的支給決定後の継続的
モニタリングとしてモニタリングとしてモニタリングとしてモニタリングとして

共生センター相談支援共生センター相談支援共生センター相談支援共生センター相談支援 【【【【本人中心計画本人中心計画本人中心計画本人中心計画】】】】
（相談支援センターの総合的個人支援プラン）（相談支援センターの総合的個人支援プラン）（相談支援センターの総合的個人支援プラン）（相談支援センターの総合的個人支援プラン）

関係諸機関関係諸機関関係諸機関関係諸機関
担当者担当者担当者担当者

権利擁護支援機関権利擁護支援機関権利擁護支援機関権利擁護支援機関
後見人等後見人等後見人等後見人等

市ケース市ケース市ケース市ケース
ワーカーワーカーワーカーワーカー
等等等等

居宅介護事居宅介護事居宅介護事居宅介護事
業所○○○業所○○○業所○○○業所○○○
スタッフスタッフスタッフスタッフ

○○○生活
ホーム職員

青葉園青葉園青葉園青葉園

本人を囲んで

個人支援会議個人支援会議個人支援会議個人支援会議
本人中心計画

西宮市社会福祉協議会西宮市社会福祉協議会西宮市社会福祉協議会西宮市社会福祉協議会
地域福祉推進計画地域福祉推進計画地域福祉推進計画地域福祉推進計画

西宮市地域自立支援協議会・西宮市地域自立支援協議会・西宮市地域自立支援協議会・西宮市地域自立支援協議会・西宮市あんしん相談窓口連絡会西宮市あんしん相談窓口連絡会西宮市あんしん相談窓口連絡会西宮市あんしん相談窓口連絡会
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主催者：本人主催者：本人主催者：本人主催者：本人

本人中心支援
計画会議

共同主催者：

指定特定相談支援専門員

基幹型相談支援専門員

行政の担当者

余暇・遊びの支援者

近所のおばさん

日中活動の場の支援者

兄弟

親

暮らしの場の支援者

相談専門員は、事前に本人中心計画会議の参加
者にヒアリングをして、あらかじめ本人中心アセス
メントを完成しておく

＜本人中心支援計画会議のイメージ図＞

指定特定の相談支援専門員による本人中心アセスメントシート指定特定の相談支援専門員による本人中心アセスメントシート指定特定の相談支援専門員による本人中心アセスメントシート指定特定の相談支援専門員による本人中心アセスメントシート

氏名：氏名：氏名：氏名： 相談支援専門員：相談支援専門員：相談支援専門員：相談支援専門員：

本人の希望・目標（①暮ら
しの場、②日中活動、③余
暇・遊び等）をどうとらえて
いますか

みんなが期待す
る本人の目標

本人のストレング
ス・よいところをどう
とらえていますか

本人の苦手・弱
点をどうとらえて
いますか

聞き
取り
日付

本人

家族 B

家族 A

支援メンバー
（日中活動）

支援メンバー
（暮らし等）

支援メンバー
（ガイヘル等）

友人・その他

本人中心支援計画案（サービス等利用計画案）

氏名 日時： 年 月 日 会議参加者：

大きな希
望・目標

モニタリング時点で達成した事項及びなぜ達成できなかったかの説明

本人 （家族）

暮
ら
し
の
場

日
中
活
動
（
仕
事
な
ど
）
余
暇
・
楽
し
み
・活
動

（支援A） （支援B）

どこで・誰と・
どんな暮らし
がしたいのか

平日の日中
はどこで・誰
と・どんな仕
事（勉強）が
したいのか

休日や仕
事のあと、
どこで・誰
と・どんなこ
とがしたい
のか

本人署名：

（行政・その他自
由に追加可能）

事業所名・相談支援専門員：

基幹型相談支援員：
次回見直し予定日： 年 月 日

それに向かって １年
（半年）位の具体的な
実行計画（一定の実行

期間を提示）

10

●本人中心の支援 その主体をはずすな！

（主体の排除に対する抵抗としての

本人中心の支援）

●本人中心に生み出されてくる展開を！

（一人ひとりを主人公にした本人の

物語が展開）

●地域の中で本人中心で支援を！

（その人の存在が持ついくつもの社会的

役割を共に果たしていく）

今後に向けて 本人中心支援の展開

11

横から見ると、立ちあがっていくベクトルたち横から見ると、立ちあがっていくベクトルたち横から見ると、立ちあがっていくベクトルたち横から見ると、立ちあがっていくベクトルたち

市民みんなのエンパワメント（ベクトル）市民みんなのエンパワメント（ベクトル）市民みんなのエンパワメント（ベクトル）市民みんなのエンパワメント（ベクトル）

まわりの人たち（親・家族・地域の人）まわりの人たち（親・家族・地域の人）まわりの人たち（親・家族・地域の人）まわりの人たち（親・家族・地域の人）

のエンパワメント（ベクトル）のエンパワメント（ベクトル）のエンパワメント（ベクトル）のエンパワメント（ベクトル）

支援者のエンパワメント（ベクトル）支援者のエンパワメント（ベクトル）支援者のエンパワメント（ベクトル）支援者のエンパワメント（ベクトル）

本人のエンパワメント（ベクトル）本人のエンパワメント（ベクトル）本人のエンパワメント（ベクトル）本人のエンパワメント（ベクトル）

本人中心で（本人の希望に基づいて）支援展開するこ本人中心で（本人の希望に基づいて）支援展開するこ本人中心で（本人の希望に基づいて）支援展開するこ本人中心で（本人の希望に基づいて）支援展開するこ
とによるエンパワメント連鎖（地域社会再生への希望）とによるエンパワメント連鎖（地域社会再生への希望）とによるエンパワメント連鎖（地域社会再生への希望）とによるエンパワメント連鎖（地域社会再生への希望）

揺れる主体に基
づいて共に立ち
上がっていくこと
（一緒に喜んだり、
悲しんだり、悩ん
だりして、一緒に
希望を持ってやっ
ていくこと）



2014/9/13

3

合理性の歯車と貨幣的価値エネ
ルギーで増殖していく人の存在を
始末する装置から逃れ！

一人ひとりの存在そのものから生
み出されるとどめ様のない相互
の心の共振をこそ糧とした価値的
物語の展開へ！

地域包括ケアから地域包摂運
動へ

私たちは医療や介護がサービ
スを提供しやすくするために
（お金儲けをしやすくするため
に）助け合っているわけではな
い！

ひとりひとりの物語を生きる主体
存在と主体存在の間でいやおう
なく立ちおこる価値的創造的変
革的「共振」

生きてておもろいから
そして生きんがために
全ての人が本気で共生社会の実
現のために共に自己存在をかけ
て闘う！

再びの全共闘
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